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概要　ドキュメント中心(Document Centric) XML 文書の利用が意外と進んでいない理由として、XSLT の
習得や構造化文書スキーマの理解が困難であるなどが挙げられるが、それ以上に問題なのは Rich なレイ
アウトへの変換である。その理由として XML 文書は「文書構造と表示」が分離しているため、Rich なレ
イアウトの実現には XSLT 作成に多大な負荷がかかりまたこのような XSLT は再利用が困難という問題
も発生する。本論文ではこのような問題を解決するため、レイアウト情報・書式情報をマッピングファ
イルに記述し、このデータを XSLT 変換することで Rich なレイアウトと XSLT の再利用をある程度実現
できた。
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1. 始めに
　近年、書籍や論文、法令集、約款、カタログ等さま
ざまな文書が XML(Extensible Markup Language)[1]化さ
れ、この XML データから WWW(World Wide Web)用
として HTML(HyperText Markup Language)、紙媒体と
して PDF(Portable Document Format)に出力されること
が多くなった。いわゆる、One Source, Multi Use であ
る。データソースが単一であるため、データに変更が







(1) XML に CSS(Cascading Style Sheets)[2]を適用す
る。
(2) XSLT(Extensible Stylesheet Language for
Transformation)[3]により XML を HTML に変換
する。
紙媒体では、
(1) XML に CSS3(CSS Paged Media Level 3)[13]を適
用して PDF 変換[14][15]。
(2) 組版コマンド変換用 XSLT で LaTeX[6]等に変
換。
(3) XML を XSLT で XSL-FO(XSL Formatting
Objects)[4]に変換後、XSL-FO プロセッサによ






































　本論文ではまず第３章で XML データ構造とその XS







ンスキーマを示す。なお、XSLT の出力を XSL-FO と
しているが(X)HTML への変換においても同様である。
2. 関連研究
　 XML の XSL-FO への変換には XSLT と XSL-FO の
習得が不可欠であるが、XSLT には高度なプログラミ
ングスキルが、また複雑な XSL-FO の Pagination（表
紙、奇数ページ、偶数ページの設定等）のメカニズム
と多様な Formatting Object の理解が必要であるため初
学者にとって極めて「敷居」の高い作業となってい








 <fo:block class="Normal" xsl:use-attribute-
sets="Normal">




  <xsl:attribute name="font-size">12.5pt</xs
l:attribute>




et を利用した細かな書式設定が可能な XSLT 文書を生
成できる。しかし、
<xsl:template match="A">
 <xsl:apply-templates select="B[2]" />
 <xsl:apply-templates select="B[1]" />




　 XSLfast[22]ではサポートしている XSL-FO レンダリ
ングエンジンが FOP 0.20.5、XEP 3.1.X、XSLFormatter
2.5.X・3.X と古いバージョンである点も問題である。











ト要素 A 直下の最初の要素 B を B1 として割り当てる
場合、
<xsl:template match="/A/B[1]">
 <fo:flow flow-name="B1" >
  <fo:block>















<!ELEMENT A (B,C,D) >
A の子要素 B C D は B,C,D の
順に出現する
<!ELEMENT A (B|C|D*) >







<!ELEMENT  meibo   (shibu+) >
<!ELEMENT  shibu   (company+) >
<!ATTLIST  shibu    name CDATA #REQUIRED>
<!ELEMENT  company  (name, zip, add, tel, fax
, url, email, naiyo)>
<!ATTLIST  company  id CDATA #REQUIRED>
<!ELEMENT  name  (#PCDATA) >
<!ELEMENT  zip   (#PCDATA) >
<!ELEMENT  add   (#PCDATA) >
<!ELEMENT  tel   (#PCDATA) >
<!ELEMENT  fax   (#PCDATA) >
<!ELEMENT  url   (#PCDATA) >
<!ELEMENT  email (#PCDATA) >
<!ELEMENT  naiyo (#PCDATA) >
これはルート要素 meibo の下に複数の支部(shibu 要素)
があり、その中に会社(company 要素)が繰り返して存
在するという構造である。company 要素以下に社名(na






























この XSLT では<xsl:apply-templates />要素に select 属
性がないため、タイトル、リスト、表、パラグラフ、
図、写真等のテンプレートが存在すればそれらのテン



































































































が煩雑である。そこで XML 文書の再利用、つまり On



























































　例として SECT2 以下の１番目と２番目の SECT4 要
素を２段組に変換する XSLT を想定してみる(図 5)。
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図 5 要素のマッピング
<Topic class="dan" column-count="2" column-g
ap="10mm"> ①
 <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[1]/H4
" />②
 <Topic class="その他の要素に対応したクラス" href
="その他の要素を選択する XPath式" />③
 <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[2]/H4
" />④






6①)。次に変換対象のノードを Topic 要素の href 属性
に Xpath 式で、対応する表示クラスを class 属性に設
定する(図 6②～⑤)。
<!--                 class="dan"           
  <Topic class="dan" column-count="2" column
-gap="6mm" >































<!--                 class="h4"           




<xsl:variable name="href_name"  select="@hre
f" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




 <xsl:with-param name="arg_span" select="str
ing(@span)"/>③
 <xsl:with-param name="arg_font-stretch" sel
ect="string(@font-stretch)"/> ④ 
 <xsl:with-param name="arg_font-size" select
="string(@font-size)" > ⑤
 <xsl:with-param name="arg_line-height" sele
ct="string(@line-height)"/> ⑥













<xsl:param name = "arg_span" />
<xsl:param name = "arg_font-stretch" /> 
<xsl:param name = "arg_font-size" /> 
<xsl:param name = "arg_line-height" /> 
<xsl:param name = "arg_break-type" /> 
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<fo:block xsl:use-attribute-sets="H4" > ①
 <xsl:call-template name="block_att_set">
  <xsl:with-param name="arg_span" select="$a
rg_span"/> 
  <xsl:with-param name="arg_font-stretch" se
lect="$arg_font-stretch"/> 
  <xsl:with-param name="arg_font-size" selec
t="$arg_font-size"/> 
  <xsl:with-param name="arg_line-height" sel
ect="$arg_line-height"/> 


























































="178mm" height="3mm"/>は幅 178mm 高さ 3mm の空
白領域を確保するクラスであり width 属性 height 属性
とも必須である。また、<Topic class="h6" href="/SECT
2/SECT4[1]/SECT6[1]/H6"/>は href 属性が必須である
が、font-stretch 属性、font-size 属性、line-height 属性、
break-type 属性は任意であり、break-type 属性値は pag
e、column のどちらかである。
6.1. 要素表示グループ
　 class 属性、href 属性は必須である。href 属性に記述
した XPath 式でマッピングを行う。class 属性値により
パラグラフ、見出し、リスト、図、表等を識別し、設




















size 任意 文字サイズ(単位 mm)
line-







SECT2 の下部要素である最初の SECT4 の下にある H4
を h4(見出しレベル 4)にマッピングする。表示スタイ
ルはデフォルト。
















size 任意 文字サイズ(単位 mm)
line-
height 任意 行高(単位 mm)











size 任意 文字サイズ(単位 mm)
line-





























































width 任意 画像の横幅（単位 mm, %）









例 <Topic class="fig" href="SECT2/FiG[2]" />
6.2. 要素再構成グループ













-gap 必須 段間距離（単位 mm）
例
SECT2 の下部要素である 3、4 番目の SECT4 を 2 段
組にしその次に横罫線をひく































width 必須 表のカラム幅（単位 mm）
例 <Topic class="colspec" colnum="1" width="32mm" />
tr 行の高さ設定 height 任意 行の高さ（単位 mm）
例 <Topic class="tr" height="35mm">
td 表のセルの設定
align 任意 セル（水平方向）の表示left, center, right
valign 任意 セル（垂直方向）の表示）top, middle, bottom
例
<Topic class="td" valign="top" align="center">
表の例
<Topic class="table" width="60mm">
<Topic class="colspec" colnum="1" width="55mm" />
<Topic class="tr">
<Topic class="td" valign="middle" align="center">


























SECT2 要素の直下の SECT4 要素の下にある 1 番目の
SECT5 要素から 3 番目の SECT5 要素の下の H5 要素
を 2 桁の数字付き箇条書に変換する





















<TopicIF test="($i=1) or ($i=2)">












<Topic_For_each for="$i" from="1" to="11">
<Topic_Choose>
<Topic_When test="$i=10 or $i =11">
<Topic class="block" width="65mm" height="1mm" />
<Topic class="table" width="65mm">
<Topic class="colspec" colnum="1" width="65mm" />
<Topic class="tr">
<Topic class="td" valign="middle">






















































zzz.sub の #1 ----------> 4
zzz.sub の #2 ----------> 5
zzz.sub の #3 ----------> 6
zzz.sub の s4_pos ------> 7 に置換する
<Topic_Call href="zzz.sub">
<Topic_With_Param name="#1" val="4" />
<Topic_With_Param name="#2" val="5" />
<Topic_With_Param name="#3" val="6" />


























<Topic class="hr" aki_before="1mm" width="50mm" />
デフォルト値は spce-before=2mm, spce-after=2mm,
leader-length=100%
break 改頁または改段する type 必須
type ="page"（改ページ）
type="column（改段）





























































(3) 子要素 Name の次に
Gender 要素が出現しなければ
ならない。
(4) Title 属性値が Mr ならば

















ema などの文法ベースの DSDL(Document Schema Defin













  <pattern name="パターン名(optional)">
    <rule context="XPath式">
      <assert test="XPath式">非成立時に表示され
る文</assert>
      <report test="XPath式">成立時に表示される文
</report>
      ...
    </rule>












マトロン処理系(XSLT)により XML 検証用 XSLT を作
成する。
例えば、
<Topic class="block" width="178mm" height="3mm"/>
の制約ルールは次のようになる。
<!--  Topic[@class='block']  must width, heig
ht -->
<rule context="Topic[@class='block']"> ①
 <assert test="count(@*)=3"> ②
   must contains 3 attributes (include class 
attribute) ! ③
  <assert test="(count(@width)= 1) and (count
(@height) =1)"> ④






ntext 属性に検証対象要素を Xpath 式で記述する(①)。
この場合、class 属性値が block である Topic 要素を意
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味する。要素や属性のチェックは assert 要素の test 属
性で行う。test 属性には Xpath 式、XSLT 組み込み関
数を使用する。②で属性の個数を、④で width 属性、h
eight 属性が必須であることをチェックしている。









　要素のマッピング情報は、Topic 要素の href 属性か
ら、<Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[1]/H4"/>の
ように参照し XSLT のテンプレートでは href 属性値を
変数として受け取る。XSLT1.0 の仕様では、xsl:apply-





用した。saxon:evaluate 関数は、XPath 式を現在の XPa
th 式コンテキストで評価した結果を返す。
　 XSL-FO 処理系としてオープンソースの FOP[19]、
商用製品として XEP Engine[20]、XSL Formatter[10]が
あるが、FOP は XSL-FO ver 1.0 及び 1.1 の仕様を完全
に実装しておらず、実用的な組版には問題がある。今
回、日本語組版の独特なルール（行頭・行末禁則処理
等）をサポートしている XSL Formatter ver 4.2 を使用
した。
8.2. 処理方法












java -jar c:\saxonb9\saxon9.jar -s:target.xm





 <Topic class="fig" href="/SECT2/FIG[1]"/>
 <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[1]/H4[
1]"/>



















<!-- *********** 体系図 1,2 *********  -->
<Topic class="dan" column-count="2" column-g
ap="10mm">
 <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[3]/H4
" />
 <Topic class="fig" href="/SECT2/SECT4[3]/FI
G[1]" width="84mm" height="60mm" />
 <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[4]/H4
" />
 <Topic class="fig" href="/SECT2/SECT4[4]/FI











java -jar c:\saxonb9\saxon9.jar -s:tenkai.xm
l -xsl:validate_tenkai.xsl
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STEP 4：マップファイル（tenkai.xml）中の ENTITY, T
opic_For_each, TopicIF 等を展開し tenkai.dat を出力(図 1
2)。
tenkai.xml（展開前）














STEP 5：tenkai.dat を map_jpn_fo.xsl で xsl-fo データに
変換する(図 13)。
パラメーター doc_file ：処理対象となる xml データ
java -jar c:\saxonb9\saxon9.jar -s:tenkai.da
t -xsl:map_jpn_fo.xsl -o:output.fo doc_file=
処理対象となる xmlデータの file path
STEP 6：tenkai.fo を XSL Formatter で PDF に出力する
(図 13)。













付録Ｂ test.xml（テスト用 XML 文書）
付録Ｃ test_map.xml（make_path.xsl よりの出力）
付録Ｄ test_map1.xml（test_map.xml をレイアウト編集したもの）
付録Ｅ test_map.xml より作成された PDF
付録Ｆ test_map1.xml より作成された PDF
付録Ｇ make_path.xsl（XML 文書からマッピングファイル生成用 XSLT）
付録Ｈ tenkai.xsl（処理コントロールグループを含むマッピングファイルを正規化する XSLT）
付録Ｉ make_jpn_fo.xsl（マッピングファイルから XSL-FO 生成用 XSLT）
付録Ｊ tenkai.sch（マッピングファイル検証用スキマトロンスキーマ）
























  <fo:block xsl:use-attribute-sets="header">
    <xsl:apply-templates/>
  </fo:block>
</xsl:template>
のような XSLT テンプレートを作成し、各要素の XSL
T テンプレートを１つの XSLT に纏め上げればよい。
ただし、名前付き属性集合は予め作成しなければなら





















































  <xsl:value-of select="." />





    <fo:external-graphic src="{@SRC}">
    </fo:external-graphic>
</fo:block>
</xsl:template>
つまり XSLT テンプレートデータから XSLT テンプレ
ートを作成する XSLT を用意すればよい。また、直
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>
<!-- カタログ用 ＤＴＤ     -->
<!ENTITY  % text  "(#PCDATA|B|I|U|SUB|SUP|RB
W-ANCHOR|RBW-XREF)*">
<!ENTITY  % block "((P|P.L|FIG|RBW-TABLE)+)"
>
<!ENTITY  % graphic "((PHOTO|PICT)+)">
<!--  <SECT2> 個別商品タグ（ルート）-->
<!ELEMENT SECT2  (H2,(SECT3|SECT4|SECT5|(%bl
ock;))*)>
<!ELEMENT SECT3  (H3,(SECT4|SECT5|SECT6|(%bl
ock;))*)>
<!ELEMENT SECT4  (H4, (SECT5|SECT6|(%block;)
)*)>
<!ELEMENT SECT5  (H5,(SECT6|(%block;))*)>
<!ELEMENT SECT6  (H6,((%block;))*)>
<!ELEMENT H2        %text;>
<!ELEMENT H3        %text;>
<!ELEMENT H4        %text;>
<!ELEMENT H5        %text;>
<!ELEMENT H6        %text;>
<!ELEMENT P      %text;>
<!-- 文書の冒頭に出現するＰＲ文章用のタグ。-->





<!ELEMENT FIG.T       %text;>
<!ELEMENT FIG.NAME    (#PCDATA)>
<!ELEMENT PHOTO       (#PCDATA)>
<!ELEMENT PICT        (#PCDATA)>
<!--
FIG     画像表示に関わるタグを一括りにする親タグ。
FIG.T       画像のタイトル
FIG.NAME    画像のファイル名
PHOTO       写真
PICT        線画
-->
<!-- 表項目 -->
<!ELEMENT RBW-TABLE        (TGROUP+)>
<!ATTLIST RBW-TABLE FRAME   (TOP|BOTTOM|TOPB
OT|ALL|SIDES|NONE) #IMPLIED
     LEFT-INDENT CDATA   #IMPLIED
     ID      ID  #IMPLIED
     COLSEP  NMTOKEN  #IMPLIED
     ROWSEP  NMTOKEN  #IMPLIED>
<!--    表の中で最上位層のタグ。-->
<!ELEMENT TGROUP      (COLSPEC*,SPANSPEC*,THE
AD?,TFOOT?,TBODY)>
<!ATTLIST TGROUP COLS  NMTOKEN  #REQUIRED
     COLSEP      NMTOKEN  #IMPLIED




<!ELEMENT COLSPEC   EMPTY>
<!ATTLIST COLSPEC COLNUM NMTOKEN  #IMPLIED
  COLNAME     NMTOKEN  #IMPLIED
  ALIGN      (LEFT|RIGHT|CENTER|JUSTIFY|CHAR
)   #IMPLIED
  VALIGN     (TOP|MIDDLE|BOTTOM)   #IMPLIED
  COLWIDTH    CDATA    #IMPLIED
  COLSEP      NMTOKEN  #IMPLIED>




<!ELEMENT SPANSPEC  EMPTY>
<!ATTLIST SPANSPEC  NAMEST NMTOKEN #IMPLIED
             NAMEEND     NMTOKEN #IMPLIED
             SPANNAME    NMTOKEN #REQUIRED>
<!ELEMENT THEAD    (COLSPEC*,RBW-ROW+)>
<!ELEMENT TFOOT    (COLSPEC*,RBW-ROW+)>
<!ELEMENT TBODY    (RBW-ROW+)>
<!-- 表で、いくつかの RBW-ROWを内包するタグ。-->
<!ELEMENT RBW-ROW     (ENTRY)+>
<!ATTLIST RBW-ROW     ROWSEP    NMTOKEN  #IMP
LIED>
<!--    表の１行ごとに開始、終了するタグ。-->
<!ELEMENT ENTRY     (%block;)+>
<!ATTLIST ENTRY COLNAME NMTOKEN #IMPLIED
    MOREROWS    NMTOKEN  '0'
    VALIGN     (TOP|MIDDLE|BOTTOM) #IMPLIED
    ALIGN      (LEFT|RIGHT|CENTER|JUSTIFY|CHA
R)  #IMPLIED
    NAMEST      NMTOKEN #IMPLIED
    NAMEEND     NMTOKEN #IMPLIED>
<!-- 表の１セルごとに開始、終了するタグ。-->
<!-- ボールド、イタリック、下線、下付き、上付き -->
<!ELEMENT B       %text;>
<!ELEMENT I       %text;>
<!ELEMENT U       %text;>
<!ELEMENT SUB     %text;>
<!ELEMENT SUP     %text;>
<!-- ハイパーリンク項目 -->
<!ELEMENT RBW-XREF    %text;>
<!ATTLIST RBW-XREF  REFID   IDREF   #REQUIRED
            TYPE    CDATA   #IMPLIED>
<!--    リンク元に使用するタグ。リンク先 IDの情報を
入れる REFID属性を持つ。-->
<!ELEMENT RBW-ANCHOR    EMPTY>
<!ATTLIST RBW-ANCHOR    ID  ID  #REQUIRED>













































































<COLSPEC COLNAME="1" COLWIDTH="61p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="2" COLWIDTH="82p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="3" COLWIDTH="63p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="4" COLWIDTH="63p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="5" COLWIDTH="63p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>




<ENTRY COLNAME="1"  MOREROWS="1"><P>カラム１</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="2"  MOREROWS="1"><P>カラム２</
P></ENTRY>
<ENTRY NAMEST="3" NAMEEND="4" MOREROWS="0"><
P>カラム３－４カラム３－４</P><P>カラム３－４カラム３
－４</P></ENTRY>





<ENTRY COLNAME="3"  MOREROWS="0"><P>カラム３</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>






<ENTRY COLNAME="1"  MOREROWS="7"><P>カラム１</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="2"  MOREROWS="0"><P>カラム２</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="3"  MOREROWS="0"><P>カラム３</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
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<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>




<ENTRY COLNAME="2"  MOREROWS="0"><P>カラム２</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="3"  MOREROWS="0"><P>カラム３</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>




        略
----------------------------------
<RBW-ROW>
<ENTRY COLNAME="2"  MOREROWS="0"><P>カラム２</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="3"  MOREROWS="0"><P>カラム３</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>













<COLSPEC COLNAME="1" COLWIDTH="69p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="2" COLWIDTH="71p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="3" COLWIDTH="71p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="4" COLWIDTH="71p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="5" COLWIDTH="71p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>
<COLSPEC COLNAME="6" COLWIDTH="71p" ALIGN="C
ENTER" VALIGN="MIDDLE"></COLSPEC>




<ENTRY COLNAME="1"  MOREROWS="0"><P>カラム１</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="2"  MOREROWS="0"><P>カラム２</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="3"  MOREROWS="0"><P>カラム３</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="6"  MOREROWS="0"><P>カラム６</
P></ENTRY>






<ENTRY COLNAME="1"  MOREROWS="0"><P>カラム１</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="2"  MOREROWS="7"><P>カラム２</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="3"  MOREROWS="7"><P>カラム３</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="6"  MOREROWS="0"><P>カラム６</
P></ENTRY>




        略
----------------------------------
<RBW-ROW>
<ENTRY COLNAME="1"  MOREROWS="0"><P>カラム１</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="4"  MOREROWS="0"><P>カラム４</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="5"  MOREROWS="0"><P>カラム５</
P></ENTRY>
<ENTRY COLNAME="6"  MOREROWS="0"><P>カラム６</
P></ENTRY>














   <Topic class="TopTitle" pl_font-size="4mm
" pl_line-height="5mm"/>
   <Topic class="block" width="178mm" height=
"3mm"/>
   <Topic class="fig" href="/SECT2/FIG[1]"/>
   <!-- ************ 特長 *************  -->
   <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[1]/H
4[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[1]/S
ECT5[1]/H5[1]"/>
   <Topic class="main_p" href="/SECT2/SECT4[
1]/SECT5[1]/P[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[1]/S
ECT5[2]/H5[1]"/>
   <Topic class="main_p" href="/SECT2/SECT4[
1]/SECT5[2]/P[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[1]/S
ECT5[3]/H5[1]"/>
   <Topic class="main_p" href="/SECT2/SECT4[
1]/SECT5[3]/P[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[1]/S
ECT5[4]/H5[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[1]/S
ECT5[5]/H5[1]"/>
   <!-- ************ 用途 *************  -->
   <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[2]/H
4[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[2]/S
ECT5[1]/H5[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[2]/S
ECT5[2]/H5[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[2]/S
ECT5[3]/H5[1]"/>
   <!-- ********** 体系図１ ***********  -->
   <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[3]/H
4[1]"/>
   <Topic class="fig" href="/SECT2/SECT4[3]/
FIG[1]"/>
   <!-- ********** 体系図２ *********** -->
 <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[4]/H4[
1]"/>
   <Topic class="fig" href="/SECT2/SECT4[4]/
FIG[1]"/>
   <!-- ************ 品種 *************  -->
   <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[5]/H
4[1]"/>
   <Topic class="main_p" href="/SECT2/SECT4[
5]/P[1]"/>
   <Topic class="rbw-table" href="/SECT2/SEC
T4[5]/RBW-TABLE[1]" aki_before="0.25mm"
          aki_after="0.25mm"
          col_color_pos="1"/>
   <!-- ************ 定格 *************  -->
   <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[6]/H
4[1]"/>
   <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[6]/S
ECT5[1]/H5[1]"/>
   <Topic class="rbw-table" href="/SECT2/SEC
T4[6]/SECT5[1]/RBW-TABLE[1]"
          aki_before="0.25mm"
          aki_after="0.25mm"
          col_color_pos="1"/>







<!ENTITY  MaxWidth           "178mm" >
<!ENTITY  Column-Gap-For3    "6.5mm" >
<!ENTITY  Column-Width-For3  "55mm" >
]>
<Map id="test">
  <Topic class="TopTitle" pl_font-size="4mm
" pl_line-height="5mm" />
  <Topic class="block" width="&MaxWidth;" he
ight="3mm"  />
<!-- *********** 特長  *************  -->
  <Topic class="dan" column-count="3" column
-gap="&Column-Gap-For3;">
    <Topic class="fig" href="/SECT2/FIG[1]"  
fig.align="center" />
    <Topic class="block" width="&Column-Width
-For3;" height="2mm"  />
    <Topic class="include" href="ref/rohs.fo
" />
    <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[1]/H
4"/>
    <Topic_For_each for="$i" from="1" to="5">
      <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[1]
/SECT5[$i]/H5" type="list" l_number="2"/>
      <Topic class="main_p" href="/SECT2/SECT
4[1]/SECT5[$i]/P" />
    </Topic_For_each>
    <Topic class="block" width="&Column-Width
-For3;" height="2mm"  />
<!-- *********** 用途  *************  -->
    <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[2]/H
4"/>
    <Topic_For_each for="$i" from="1" to="3">
      <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[2]
/SECT5[$i]/H5" type="list" l_number="2"/>
    </Topic_For_each>
  </Topic>
  <Topic class="hr" />
<!-- *********** 体系 1 ************  -->
  <Topic class="dan" column-count="2" column
-gap="10mm">
   <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[3]/H
4" />
    <Topic class="fig" href="/SECT2/SECT4[3]/
FIG[1]" width="84mm" height="60mm" />
    <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[4]/H
4" />
    <Topic class="fig" href="/SECT2/SECT4[4]/
FIG[1]" width="84mm" height="60mm" />
  </Topic>
  <Topic class="hr" />
<!-- *********** 体系 2 ************  -->
  <Topic_Call  href="sub/hinsyu_hako.sub">
    <Topic_With_Param name="#width1" val="89m
m" />
    <Topic_With_Param name="#width2" val="89m
m" />
    <Topic_With_Param name="s4_pos" val="5" /
>
  </Topic_Call>
  <Topic class="rbw-table" href="/SECT2/SECT
4[5]/RBW-TABLE" aki_before="0.25mm" aki_afte
r="0.25mm" col_color_pos="1" />
  <Topic class="hr" />
<!-- *********** 定格 ************  -->
  <Topic class="h4" href="/SECT2/SECT4[6]/H4
" />
    <Topic class="h5" href="/SECT2/SECT4[6]/S
ECT5[1]/H5" />
    <Topic class="rbw-table" href="/SECT2/SEC
T4[6]/SECT5[1]/RBW-TABLE" aki_before="0.25mm
" aki_after="0.25mm" col_color_pos="1" />































カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
■定格
1.○○○○仕様





カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６ カラム７
※表の注釈表の注釈表の注釈
TEST CASE

































カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
カラム２ カラム３ カラム４ カラム５ カラム６
■定格
1.○○○○仕様





カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６
カラム１ カラム４ カラム５ カラム６ カラム７
※表の注釈表の注釈表の注釈

















  <Topic class="TopTitle" pl_font-size="4mm
" pl_line-height="5mm"/>
  <Topic class="block" width="178mm" height=
"3mm"/>





























































<xsl:output method="xml" indent="yes" encodi
ng="Shift_JIS" />
<!-- *************************************
  MAP ファイル中の Topic_For_each, TopicIF 
  Topic_Choose, Topic_When. Topic_Otherwise 
を展開する




  <xsl:copy-of select="@*"/>





  <xsl:copy-of select="@*"/>






<!-- **************************  -->
<!--         Topic_For_each      -->
<!-- **************************  -->
<xsl:template match="Topic_For_each">
<xsl:variable name="index"  select="@for" />
<xsl:variable name="from"   select="@from" /
>
<xsl:variable name="to"     select="@to" />
<xsl:variable name="DD">
  <xsl:call-template name="Topic_For_each_Tr
eatment">
    <xsl:with-param name="arg_index" select="
$index" />
    <xsl:with-param name="arg_from"  select="
$from" />








  <xsl:when test="$cnt_Topic_For_each > 0">











<xsl:param name="arg_from"  />
<xsl:param name="arg_to"    />
<xsl:if test="$arg_from <= $arg_to">
  <xsl:apply-templates select="*" mode="in_l
oop">
    <xsl:with-param name="arg_index"      sel
ect="$arg_index" />
    <xsl:with-param name="arg_from"       sel
ect="$arg_from" />
  </xsl:apply-templates>
  <xsl:call-template name="Topic_For_each_Tr
eatment">
    <xsl:with-param name="arg_index" select="
$arg_index" />
    <xsl:with-param name="arg_from"  select="
$arg_from + 1" />













    <xsl:with-param name="text" select="$from
_att" />
    <xsl:with-param name="replace" select="$a
rg_index" />









    <xsl:with-param name="text" select="$to_a
tt" />
    <xsl:with-param name="replace" select="$a
rg_index" />






 <xsl:attribute name="from"><xsl:value-of se
lect="saxon:evaluate($from_tmp)" /></xsl:att
ribute>
 <xsl:attribute name="to"><xsl:value-of sele
ct="saxon:evaluate($to_tmp)" /></xsl:attribu
te>
  <xsl:apply-templates select="*" mode="in_l
oop">
    <xsl:with-param name="arg_index"      sel
ect="$arg_index" />







<xsl:param name="arg_from"  />
<xsl:copy>
  <xsl:copy-of select="@*"/>
  <xsl:if test="contains(@href,$arg_index)">
    <xsl:variable name="tm1">
       <xsl:call-template name="replace-strin
g">
         <xsl:with-param name="text" select="
@href" />
         <xsl:with-param name="replace" selec
t="$arg_index" />
         <xsl:with-param name="with" select="
$arg_from" />
       </xsl:call-template>
    </xsl:variable>
      <xsl:attribute name="href"><xsl:value-o
f select="$tm1" /></xsl:attribute>
  </xsl:if>
  <xsl:apply-templates select="*" mode="in_l
oop">
    <xsl:with-param name="arg_index"      sel
ect="$arg_index" />













    <xsl:with-param name="text" select="$test
_att" />
    <xsl:with-param name="replace" select="$a
rg_index" />





   <xsl:when test="contains($tmp, '$')">
     <xsl:copy>
     <xsl:attribute name="test"><xsl:value-o
f select="$tmp" /></xsl:attribute>
     <xsl:apply-templates select="*" mode="in
_loop">
      <xsl:with-param name="arg_index"  selec
t="$arg_index" />
      <xsl:with-param name="arg_from"   selec
t="$arg_from" />
     </xsl:apply-templates>
     </xsl:copy>
   </xsl:when>
   <xsl:otherwise>
     <xsl:if test="saxon:evaluate($tmp)">
       <xsl:apply-templates select="*" mode="
in_loop">
        <xsl:with-param name="arg_index"  sel
ect="$arg_index" />
        <xsl:with-param name="arg_from"   sel
ect="$arg_from" />
       </xsl:apply-templates>
<!--        <xsl:copy-of select="child::*" /
>  -->
     </xsl:if>






<xsl:param name="arg_from"  />
<xsl:apply-templates select="Topic_When" mod
e="in_loop">
<xsl:with-param name="arg_index"  select="$a
rg_index" />





  <xsl:variable name="test_data">
    <xsl:for-each select="Topic_When">
      <xsl:variable name="test_att" select="n
ormalize-space(@test)" />
      <xsl:value-of select="concat('(',$test_
att,')')" /><xsl:if test="position() != last
()"><xsl:text> or </xsl:text></xsl:if>
    </xsl:for-each>
  </xsl:variable>
  <xsl:variable name="tmp">
   <xsl:call-template name="replace-string">
    <xsl:with-param name="text" select="$test
_data" />
    <xsl:with-param name="replace" select="$a
rg_index" />
    <xsl:with-param name="with" select="$arg_
from" />
   </xsl:call-template>
  </xsl:variable>
  <xsl:if test="not(saxon:evaluate($tmp))">
    <xsl:apply-templates select="Topic_Other
wise" mode="in_loop">
    <xsl:with-param name="arg_index"  select=
"$arg_index" />
    <xsl:with-param name="arg_from"   select=
"$arg_from" />







<xsl:param name="arg_from"  />
  <xsl:variable name="test_att" select="norm
alize-space(@test)" />
  <xsl:variable name="tmp">
   <xsl:call-template name="replace-string">
    <xsl:with-param name="text" select="$test
_att" />
    <xsl:with-param name="replace" select="$a
rg_index" />
    <xsl:with-param name="with" select="$arg_
from" />
   </xsl:call-template>
  </xsl:variable>
   <xsl:choose>
     <xsl:when test="contains($tmp, '$')">
       <xsl:copy>
       <xsl:attribute name="test"><xsl:value-
of select="$tmp" /></xsl:attribute>
       <xsl:apply-templates select="*" mode="
in_loop">
        <xsl:with-param name="arg_index"  sel
ect="$arg_index" />
        <xsl:with-param name="arg_from"   sel
ect="$arg_from" />
       </xsl:apply-templates>
       </xsl:copy>
     </xsl:when>
     <xsl:otherwise>
       <xsl:if test="saxon:evaluate($tmp)">
       <xsl:apply-templates select="*" mode="
in_loop">
        <xsl:with-param name="arg_index"  sel
ect="$arg_index" />
        <xsl:with-param name="arg_from"   sel
ect="$arg_from" />
       </xsl:apply-templates>
<!--            <xsl:copy-of select="child::*
" />  -->
       </xsl:if>
     </xsl:otherwise>





<xsl:param name="arg_from"  />
<xsl:apply-templates select="*" mode="in_loo
p">
<xsl:with-param name="arg_index"  select="$a
rg_index" />




<!-- **************************  -->
<!--         Topic_Call          -->
<!-- **************************  -->
<xsl:template match="Topic_Call">







  <xsl:when test="$Topic_With_Param_cnt = 0"
>




    <xsl:variable name="params">
      <xsl:for-each select="Topic_With_Param"
>
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        <para>
          <xsl:copy-of select="@*"/>
        </para>
      </xsl:for-each>
    </xsl:variable>
    <xsl:apply-templates select="$subfile/To
pic_Sub/*" mode="subfile">
      <xsl:with-param name="arg_params" selec
t="common:node-set($params)/*" />




<!-- **************************  -->
<!--     Topic   mode=subfile    -->




  <xsl:copy-of select="@*" />
  <xsl:for-each select="@*">
    <xsl:variable name="att_name" select="nam
e()" />
    <xsl:variable name="att_val"  select="." 
/>
    <xsl:variable name="result">
    <xsl:call-template name="convert">
    <xsl:with-param name="arg_params" select=
"$arg_params" />
    <xsl:with-param name="arg_att_val" select
="$att_val" />
    </xsl:call-template>
    </xsl:variable>
    <xsl:attribute name="{$att_name}"><xsl:v
alue-of select="$result"/></xsl:attribute>
  </xsl:for-each>
  <xsl:apply-templates select="*" mode="subf
ile">





<!-- **************************  -->
<!--        convert              -->






  <xsl:variable name="para_name"  select="$a
rg_params[1]/@name" />
  <xsl:variable name="para_val"   select="$ar
g_params[1]/@val" />
  <xsl:variable name="conv_att">
    <xsl:call-template name="replace-string"
>
    <xsl:with-param name="text"    select="$a
rg_att_val" />
    <xsl:with-param name="replace" select="$p
ara_name" />
    <xsl:with-param name="with"    select="$p
ara_val" />
   </xsl:call-template>
  </xsl:variable>
  <xsl:call-template name="convert">
  <xsl:with-param name="arg_params" select="
$arg_params[position() > 1]" />










     text 中の replace文字を with文字で置換する






  <xsl:when test="contains($text,$replace)">
     <xsl:value-of select="substring-before($
text,$replace)"/>
     <xsl:value-of select="$with"/>
     <xsl:call-template name="replace-string"
>
       <xsl:with-param name="text" select="su
bstring-after($text,$replace)"/>
       <xsl:with-param name="replace" select=
"$replace"/>
       <xsl:with-param name="with" select="$w
ith"/>
       </xsl:call-template>
     </xsl:when>
  <xsl:otherwise>




































<!-- === Standard-PageMaster-odd page=== -->
    <fo:simple-page-master 
    margin-top="3mm" margin-bottom="3mm" marg
in-left="20mm" margin-right="12mm" master-na
me="Standard-PageMaster-ODD" 
  page-height="{$paper-height}" 
  page-width="{$paper-width}">
   <fo:region-body
       margin-top="12mm" margin-bottom="7mm" 
margin-left="0mm" margin-right="0mm" />
  <fo:region-before extent="10mm" border-bot
tom-style="solid" border-width="0.1mm" regio
n-name="ODD-Header" />




<!-- === First-PageMaster-odd page=== -->
    <fo:simple-page-master 
    margin-top="10mm" margin-bottom="3mm" mar
gin-left="20mm" margin-right="12mm" master-n
ame="First-PageMaster-ODD" 
  page-height="{$paper-height}" 
  page-width="{$paper-width}">
   <fo:region-body 
    margin-top="7.5mm" margin-bottom="7mm" ma
rgin-left="0mm" margin-right="0mm" />
  <fo:region-before extent="7.5mm" region-na
me="First-ODD-Header"/>




<!-- === Standard-PageMaster-even page=== --
>
  <fo:simple-page-master 
  margin-top="3mm" margin-bottom="3mm" margi
n-left="12mm" margin-right="20mm" 
  master-name="Standard-PageMaster-EVEN" 
  page-height="{$paper-height}" 
  page-width="{$paper-width}">
   <fo:region-body 
 margin-top="12mm" margin-bottom="7mm" margi
n-left="0mm" margin-right="0mm" />
  <fo:region-before extent="10mm" border-bot
tom-style="solid" border-width="0.1mm" regio
n-name="EVEN-Header" />




<!-- === First-PageMaster-even page=== -->
  <fo:simple-page-master 
  margin-top="10mm" margin-bottom="3mm" marg
in-left="12mm" margin-right="20mm" 
  master-name="First-PageMaster-EVEN" 
  page-height="{$paper-height}" 
  page-width="{$paper-width}">
   <fo:region-body 
 margin-top="7.5mm" margin-bottom="7mm" marg
in-left="0mm" margin-right="0mm" />
  <fo:region-before extent="7.5mm" region-na
me="First-EVEN-Header"/>








  <fo:repeatable-page-master-alternatives ma
ximum-repeats="1">
      <fo:conditional-page-master-reference
        master-reference="First-PageMaster-OD
D"
        odd-or-even="odd"/>
    <fo:conditional-page-master-reference
        master-reference="First-PageMaster-EV
EN"
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        odd-or-even="even"/>
  </fo:repeatable-page-master-alternatives>
  <fo:repeatable-page-master-alternatives>
      <fo:conditional-page-master-reference
        master-reference="Standard-PageMaster
-ODD"
        odd-or-even="odd"/>
    <fo:conditional-page-master-reference
        master-reference="Standard-PageMaster
-EVEN"
































  <xsl:with-param name = "arg_ismark_width" s
elect="$ismark_width" />




















  <xsl:with-param name = "arg_ismark_width" s
elect="$ismark_width" />























































<!-- ++ class="TopTitle" ++
option : pl_font-size, pl_line-height, pl_fo
nt-stretch
option : h2_font-size, h2_line-height, h2_fo
nt-stretch
option : pl_ref,  h2_ref (pl_ref="ref\txd_pl
.fo" )





<xsl:variable name="pl_font-size"    select=
"string(@pl_font-size)" />




<xsl:variable name="h2_font-size"    select=
"string(@h2_font-size)" />











  <fo:table table-layout="fixed" inline-prog
ression-dimension="{$max-width}">
    <fo:table-column column-width="53mm" colu
mn-number="1" />
    <fo:table-column column-width="67mm" colu
mn-number="2" />
    <fo:table-column column-width="58mm" colu
mn-number="3" />
    <fo:table-body start-indent="0pt" end-ind
ent="0pt" space-before="0pt" space-after="0p
t">
     <fo:table-row height="20mm">






ures/P35S.eps" /></fo:block>  -->
      </fo:table-cell>
      <fo:table-cell xsl:use-attribute-sets="
title.table.PL" background-color="{$pl_bgcol
or}">
        <xsl:choose>
          <xsl:when test="$pl_ref != ''">
           <xsl:copy-of select="document($pl_
ref)/*" />
          </xsl:when>
          <xsl:otherwise>
        <fo:block xsl:use-attribute-sets="P.L
">
            <xsl:if test="$pl_font-stretch != 
''">
            <xsl:attribute name="font-stretch
"><xsl:value-of select="$pl_font-stretch" />
</xsl:attribute>
            </xsl:if>
            <xsl:if test="$pl_font-size != ''
">
            <xsl:attribute name="font-size"><
xsl:value-of select="$pl_font-size" /></xsl:
attribute>
            </xsl:if>
            <xsl:if test="$pl_line-height != 
''">
            <xsl:attribute name="line-height"
><xsl:value-of select="$pl_line-height" /></
xsl:attribute>
            </xsl:if>
            <xsl:apply-templates select="$doc
file/SECT2/P.L" />
           </fo:block>
          </xsl:otherwise>
        </xsl:choose>
      </fo:table-cell>




        <xsl:choose>
          <xsl:when test="$h2_ref != ''">
           <xsl:copy-of select="document($h2_
ref)/*" />
          </xsl:when>
          <xsl:otherwise>
          <fo:block xsl:use-attribute-sets="H
2">
          <xsl:if test="$h2_font-stretch != '
'">
            <xsl:attribute name="font-stretch
"><xsl:value-of select="$h2_font-stretch" />
</xsl:attribute>
          </xsl:if>
          <xsl:if test="$h2_font-size != ''">




          </xsl:if>
          <xsl:if test="$h2_line-height != ''
">
            <xsl:attribute name="line-height"
><xsl:value-of select="$h2_line-height" /></
xsl:attribute>
          </xsl:if>
            <xsl:apply-templates select="$doc
file/SECT2/H2">
              <xsl:with-param name = "arg_fon
t-size" select="$h2_font-size" /> 
            </xsl:apply-templates>
          </fo:block>
          </xsl:otherwise>
        </xsl:choose>
      </fo:table-cell>
     </fo:table-row>





<!--    class="include"  







<xsl:if  test="$href != ''">
  <xsl:copy-of select="document($href)/*" />
</xsl:if>
</xsl:template>
<!--   class="h3" 




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




  <xsl:with-param name = "arg_span" select="s
tring(@span)" />
  <xsl:with-param name = "arg_font-stretch" s
elect="string(@font-stretch)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_font-size" sele
ct="string(@font-size)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_line-height" se
lect="string(@line-height)" /> 




<!--        class="sect4"  




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc





<!--         class="sect5"        




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc





<!--        class="h4"   




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




  <xsl:with-param name = "arg_span" select="s
tring(@span)" />
  <xsl:with-param name = "arg_font-stretch" s
elect="string(@font-stretch)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_font-size" sele
ct="string(@font-size)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_line-height" se
lect="string(@line-height)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_break-type" sel
ect="string(@break-type)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_unit-type" sele
ct="string(@unit-type)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_mmk" select="st
ring(@mmk)" /> 





<!--         class="h5"           
    <Topic class="h5" href="SECT2/SECT4[1]/SE
CT5[1]/H5" />
    type ="list" l_num="2" 
-->
<xsl:template match="Topic[@class='h5']">
<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc
ument(',$ap,$doc_file, $ap, ')' , $href_name
)" />
<xsl:choose>
  <xsl:when test="@type='list'">
    <xsl:apply-templates select="saxon:evalu
ate($exp)" mode="list">
      <xsl:with-param name = "arg_span" selec
t="string(@span)" />
      <xsl:with-param name = "arg_font-stretc
h" select="string(@font-stretch)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_font-size" 
select="string(@font-size)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_line-height
" select="string(@line-height)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_break-type
" select="string(@break-type)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_l_number" s
elect="string(@l_number)" /> 
    </xsl:apply-templates>
  </xsl:when>
  <xsl:otherwise>
    <xsl:apply-templates select="saxon:evalu
ate($exp)">
      <xsl:with-param name = "arg_span" selec
t="string(@span)" />
      <xsl:with-param name = "arg_font-stretc
h" select="string(@font-stretch)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_font-size" 
select="string(@font-size)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_line-height
" select="string(@line-height)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_break-type
" select="string(@break-type)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_unit-type" 
select="string(@unit-type)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_mmk" select
="string(@mmk)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_ink" select
="string(@ink)" /> 




<!--        class="h6"     




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




  <xsl:with-param name = "arg_span" select="s
tring(@span)" />
  <xsl:with-param name = "arg_font-stretch" s
elect="string(@font-stretch)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_font-size" sele
ct="string(@font-size)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_line-height" se
lect="string(@line-height)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_break-type" sel
ect="string(@break-type)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_unit-type" sele
ct="string(@unit-type)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_mmk" select="st
ring(@mmk)" /> 










<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




  <xsl:with-param name = "arg_span" select="s
tring(@span)" />
  <xsl:with-param name = "arg_font-stretch" s
elect="string(@font-stretch)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_font-size" sele
ct="string(@font-size)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_line-height" se
lect="string(@line-height)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_break-type" sel
ect="string(@break-type)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_unit-type" sele
ct="string(@unit-type)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_mmk" select="st
ring(@mmk)" /> 












<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc
ument(',$ap,$doc_file, $ap, ')' , $href_name
)" />
<xsl:choose>
  <xsl:when test="@type='list'">
    <xsl:apply-templates select="saxon:evalu
ate($exp)" mode="list">
      <xsl:with-param name = "arg_font-stretc
h" select="string(@font-stretch)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_font-size" 
select="string(@font-size)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_line-height
" select="string(@line-height)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_l_number" s
elect="string(@l_number)" /> 
    </xsl:apply-templates>
  </xsl:when>
  <xsl:otherwise>
    <xsl:apply-templates select="saxon:evalu
ate($exp)">
      <xsl:with-param name = "arg_font-stretc
h" select="string(@font-stretch)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_font-size" 
select="string(@font-size)" /> 
      <xsl:with-param name = "arg_line-height
" select="string(@line-height)" /> 









<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




  <xsl:with-param name = "arg_font-stretch" s
elect="string(@font-stretch)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_font-size" sele
ct="string(@font-size)" /> 




<!--      class="break"  
    <Topic class="break" type="page" />
    <Topic class="break" type="column" />
-->
<xsl:template match="Topic[@class='break']">




<!--       class="dan"  
  <Topic class="dan" column-count="2" column
-gap="6mm" >













<!--       class="block"  
    <Topic class="block" width="90mm" height=
"4mm"  />
   縦 4mm, 横 900mm の空白領域を作る 
-->
<xsl:template match="Topic[@class='block']">










<!-- <Topic class="hr />
     <Topic class="hr aki_before="1mm" width=
"50mm" />






    <xsl:when test="@aki_before"><xsl:value-
of select="@aki_before" /></xsl:when>






    <xsl:when test="@aki_after"><xsl:value-o
f select="@aki_after" /></xsl:when>





    <xsl:when test="@width"><xsl:value-of sel
ect="@width" /></xsl:when>
    <xsl:otherwise>100%</xsl:otherwise>
  </xsl:choose>
</xsl:variable>



















<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc








  <xsl:when test="@odd_or_even='odd'">
    <xsl:value-of select="concat($left1 + 17,
'mm')" />
  </xsl:when>
  <xsl:when test="@odd_or_even='even'">

























<!-- **** class="" table ******







    <fo:table table-layout="fixed">
      <xsl:if test="@width">
        <xsl:attribute name="inline-progressi
on-dimension">
          <xsl:value-of select="@width"/>
        </xsl:attribute>
      </xsl:if>
      <xsl:apply-templates select="Topic[@cla
ss='colspec']"/>
      <fo:table-body start-indent="0pt" end-i
ndent="0pt">
        <xsl:apply-templates select="Topic[@c
lass='tr']"/>
      </fo:table-body>




<!-- *** class="colspec" *****
    <Topic class="colspec" colnum="1" width="
32mm" />











<!-- *** class="" tr *****





  <xsl:if test="@height">
    <xsl:attribute name="height">
      <xsl:value-of select="@height"/>
    </xsl:attribute>
  </xsl:if>
  <xsl:apply-templates />
</fo:table-row>
</xsl:template>
<!-- *** class="" td ****
        <Topic class="td" valign="top" align=
"center">





  <xsl:when test="@valign='top'">before</xsl
:when>
  <xsl:when test="@valign='middle'">center</
xsl:when>







    <xsl:when test="@align='left'">left</xsl
:when>
    <xsl:when test="@align='right'">right</x
sl:when>
    <xsl:when test="@align='center'">center<
/xsl:when>












  <xsl:attribute name="border-width">0pt</xs
l:attribute>
</xsl:if>
<xsl:if test="$colspan != ''">




<xsl:if test="$rowspan != ''">









<!--   class="rbw-table"  
<Topic class="rbw-table" href="SECT2/SECT4[1
]/RBW-TABLE" />
option : @aki_before(unit : mm), @aki_after(
unit : mm), @width (unit : mm)
         @frame = "sides", "none"
         @font-size="2.5mm", @line-height="2.
5mm"
         @col_color_pos ="1 3 5"





<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




  <xsl:with-param name = "arg_aki_before" sel
ect="string(@aki_before)" />
  <xsl:with-param name = "arg_aki_after" sele
ct="string(@aki_after)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_width" select="
string(@width)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_frame" select="
string(@frame)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_font-size" sele
ct="string(@font-size)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_line-height" se
lect="string(@line-height)" /> 
  <xsl:with-param name = "arg_col_color_pos" 
select="string(@col_color_pos)" /> 




<!--  class="fig"   FIG に含まれる全ての要素を変
換
    <Topic class="fig" href="SECT2/FiG[2]" />
  option : width(40mm, 90%), height(40mm, 90%
)




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc





 <xsl:with-param name = "arg_width"  select="
string(@width)" /> 
 <xsl:with-param name = "arg_height" select=
"string(@height)" /> 
 <xsl:with-param name = "arg_fig.align" sele
ct="string(@fig.align)" /> 




<!--  class="fig.t"   FIG の FIG.T のみ
    <Topic class="fig.t" href="SECT2/FiG[2]/F
IG.T" />




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




 <xsl:with-param name = "arg_fig.t.align" se
lect="string(@fig.t.align)" /> 




<!--  class="fig.p"   FIG の P のみ




<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc





<!--  class="fig.name"   FIG の FIG.NAME のみ





<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




 <xsl:with-param name = "arg_width"  select="
string(@width)" /> 
 <xsl:with-param name = "arg_height" select=
"string(@height)" /> 




<!--  class="att_list_remark"  
  <Topic class="att_list_remark"  att_list_s
tr ="#" href="SECT2/SECT4[6]/P" />




<xsl:variable name="font-size"       select="
string(@font-size)" />
<xsl:variable name="line-height"     select="
string(@line-height)" />
<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc










<xsl:if test="$font-size != ''">
  <xsl:attribute name="font-size"><xsl:value
-of select="$font-size" /></xsl:attribute>
</xsl:if>
<xsl:if test="$line-height != ''">









 <xsl:with-param name = "arg_att_list_str" s
elect="string(@att_list_str)" /> 






<!--   class="att_list_caution"  
<Topic class="att_list_caution"  att_list_st
r ="注)" href="SECT2/SECT4[6]/P" />





<xsl:variable name="font-size"       select="
string(@font-size)" />
<xsl:variable name="line-height"     select="
string(@line-height)" />
<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc








<xsl:if test="$font-size != ''">
  <xsl:attribute name="font-size"><xsl:value
-of select="$font-size" /></xsl:attribute>
</xsl:if>
<xsl:if test="$line-height != ''">















<!--   class="att_list"  
  <Topic class="att_list"  att_list_str ="Not
e: " href="SECT2/SECT4[6]/P" />





<xsl:variable name="att_list_width"  select=
"string(@width)" />
<xsl:variable name="font-size"       select="
string(@font-size)" />
<xsl:variable name="line-height"     select="
string(@line-height)" />
<xsl:variable name="href_name"     select="@h
ref" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc






<xsl:variable name="att_list_str_len"  selec
t="string-length(@att_list_str)" />
<xsl:variable name="col1_width" select="conc
at(round($att_list_str_len div 2),'em')" />
<fo:block font-size="{$Q10}" line-height="1.
2em" font-family="serif">
<xsl:if test="$font-size != ''">
  <xsl:attribute name="font-size"><xsl:value
-of select="$font-size" /></xsl:attribute>
</xsl:if>
<xsl:if test="$line-height != ''">








<xsl:if test="$att_list_width != ''">





  <xsl:when test="$item_numbers=1">
    <fo:table-column column-number="1" column
-width="{$col1_width}" text-align="left" dis
play-align="before"/>




    <fo:table-column column-number="1" column
-width="{$col1_width}" text-align="left" dis
play-align="before"/>
    <fo:table-column column-number="2" column
-width="1em" text-align="left" display-align
="before"/>








  <xsl:with-param name = "arg_att_list_str" s
elect="string(@att_list_str)" /> 









<!--   class="float" 
    <Topic class="float" href="SECT2/FIG[2]" 
width="96mm" aki="6mm" />
  option : height (40mm, 90%), aki(40mm, 90%)
-->
<xsl:template match="Topic[@class='float']">
<xsl:variable name="href_name"  select="@hre
f" />
<xsl:variable name="exp" select="concat('doc




    <xsl:attribute name="inline-progression-
dimension"><xsl:value-of select="@width"/></
xsl:attribute>
    <xsl:if test="@height">
      <xsl:attribute name="block-progression-
dimension"><xsl:value-of select="@height"/><
/xsl:attribute>
    </xsl:if>
    <fo:block>
      <xsl:if test="@style='start'">
        <xsl:attribute name="end-indent"><xsl
:value-of select="@aki"/></xsl:attribute>
      </xsl:if>
      <xsl:choose>
        <xsl:when test="@href">
          <xsl:apply-templates select="saxon:
evaluate($exp)" />
        </xsl:when>
        <xsl:otherwise>
          <xsl:apply-templates />
        </xsl:otherwise>
      </xsl:choose>




<!--  class="float_clear" 





    <fo:block-container inline-progression-d
imension="100%" block-progression-dimension=
"0.1pt">
      <fo:block></fo:block>
















  <pattern name="Basic Tenkai Validator">
    <rule context="/">
      <assert test="Map">
        The root element of a content page mu
st be named
        'Map'.
      </assert>
    </rule>
    <!--  Map must id -->
    <rule context="Map">
      <assert test="@id">
        A Map element must contain a id attri
bute.
      </assert>
      <assert test="count(*) = count(Topic | 
Topic_For_each | Topic_Call | TopicIF | Topic
_Choose | Topic_Otherwise)">
        Unexpected elements found !
      </assert>
      <assert test="((Topic[1]/@class ='ismar
k') and (Topic[2]/@class ='TopTitle')) or (T
opic[1]/@class='TopTitle')">
        1st Topic class="ismark" 2nd Topic cl
ass="TopTitle" or 
        1nd Topic class="TopTitle" 
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='ismark'] 
          optional width, height -->
    <rule context="Topic[@class='ismark']">
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='width'] 
| @*[local-name()='height'])">
        attributes name class or width or hei
ght !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='TopTitle'] 
        optional pl_font-size, pl_line-height
, pl_font-stretch
                 h2_font-size, h2_line-height
, h2_font-stretch, h2_ref
 -->
    <rule context="Topic[@class='TopTitle']"
>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='pl_font-
size'] | @*[local-name()='pl_line-height'] 




        attributes name class or pl_font-size 
or pl_line-height or pl_font-stretch or h2_f
ont-size or h2_line-height or  h2_font-stret
ch or h2_ref !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='h3'] 
    must     href
    optional 
             font-size, line-height, font-str
etch, break-type(page or column)
 -->
    <rule context="Topic[@class='h3']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='font-
stretch'] | @*[local-name()='break-type'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or font-stretch or break-type!
      </assert>
      <report test="(@break-type) and not(@br
eak-type='page' or @break-type='column')">
         @break-type must be 'page' or 'colum
n'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='h4'] 
    must     href
    optional 
             font-size, line-height, font-str
etch, break-type(page or column)
 -->
    <rule context="Topic[@class='h4']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='font-
stretch'] | @*[local-name()='break-type'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or font-stretch or break-type!
      </assert>
      <report test="(@break-type) and not(@br
eak-type='page' or @break-type='column')">
         @break-type must be 'page' or 'colum
- 37 -
n'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='h5'] 
    must     href
    optional 
             font-size, line-height, font-str
etch, break-type
             type, l_number
 -->
    <rule context="Topic[@class='h5']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='font-
stretch'] | @*[local-name()='break-type'] | 
@*[local-name()='type'] | @*[local-name()='l
_number'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or font-stretch or break-type or 
type or l_number!
      </assert>
      <report test="(@break-type) and not(@br
eak-type='page' or @break-type='column')">
         @break-type must be 'page' or 'colum
n'.
      </report>
      <report test="(@type) and not(@type='li
st')">
         @type must be 'list'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='h6'] | [@class='h7']
    must     href
    optional 
             font-size, line-height, font-str
etch, break-type
 -->
    <rule context="Topic[@class='h6'] | Topic
[@class='h7']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='font-
stretch'] | @*[local-name()='break-type'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or font-stretch or break-type !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='main_p']
    must     href
    optional 
             font-size, line-height, font-str
etch, type or l_number
 -->
    <rule context="Topic[@class='main_p']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='font-
stretch'] | @*[local-name()='type'] | @*[loc
al-name()='l_number'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or font-stretch or or type or l_n
umber !
      </assert>
      <report test="(@type) and not(@type='li
st')">
         @type must be 'list'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='att_p']
    must     href
    optional 
             font-size, line-height, font-str
etch
 -->
    <rule context="Topic[@class='att_p']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='font-
stretch'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or font-stretch !
- 38 -
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='att_list_caution']
    must     href, att_list_str
    optional 
             font-size, line-height
 -->
    <rule context="Topic[@class='att_list_ca
ution']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="@att_list_str">
        must contains att_list_str! 
      </assert>
      <report test="@att_list_str = ''">
        att_list_str attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='att_l
ist_str'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or att_list_str !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='att_list']
    must     href, att_list_str
    optional 
             font-size, line-height, width
 -->
    <rule context="Topic[@class='att_list']"
>
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="@att_list_str">
        must contains att_list_str! 
      </assert>
      <report test="@att_list_str = ''">
        att_list_str attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='font-size'] | @*[local-na
me()='line-height'] | @*[local-name()='att_l
ist_str'] | @*[local-name()='width'])">
        attributes name class or font-size or 
line-height or att_list_str or width!
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='fig']
    must     href
    optional 
             width, height, fig.align, fig.t.
align
 -->
    <rule context="Topic[@class='fig']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='width'] | @*[local-name()
='height'] | @*[local-name()='fig.align'] | 
@*[local-name()='fig.t.align'])">
        attributes name class or href or widt
h or height or fig.align or fig.t.align!
      </assert>
      <report test="(@fig.align) and not(@fig
.align='left' or @fig.align='right' or @fig.
align='center')">
         @fig.align must be 'left' or 'right' 
or 'center'.
      </report>
      <report test="(@fig.t.align) and not(@f
ig.t.align='left' or @fig.t.align='right' o
r @fig.t.align='center')">
         @fig.t.align must be 'left' or 'righ
t' or 'center'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='fig.t']
    must     href
    optional 
             fig.t.align, font-stretch
 -->
    <rule context="Topic[@class='fig.t']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='fig.t.align'] | @*[local-
name()='font-stretch'])">
        attributes name class or href or fig.
t.align or font-stretch!
      </assert>
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      <report test="(@fig.t.align) and not(@f
ig.t.align='left' or @fig.t.align='right' o
r @fig.t.align='center')">
         @fig.t.align must be 'left' or 'righ
t' or 'center'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='fig.p']
    must     href
 -->
    <rule context="Topic[@class='fig.p']">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'])"
>
        attributes name class or href !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='fig.name']
    must     href
    optional 
             width, height, fig.align
 -->
    <rule context="Topic[@class='fig.name']"
>
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='width'] | @*[local-name()
='height'] | @*[local-name()='fig.align'])">
        attributes name class or href or widt
h or height or fig.align !
      </assert>
      <report test="(@fig.align) and not(@fig
.align='left' or @fig.align='right' or @fig.
align='center')">
         @fig.align must be 'left' or 'right' 
or 'center'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='rbw-table']
    must     href
    optional 
             aki_before, aki_after, width, fr
ame, font-size, line-height, col_color_pos, 
omitheader
 -->
    <rule context="Topic[@class='rbw-table']
">
      <assert test="@href">
        must contains href! 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        href attribute is EMPTY!
      </report>
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='href'] 
| @*[local-name()='width'] | @*[local-name()
='aki_before'] | @*[local-name()='aki_after'
] | @*[local-name()='frame'] | @*[local-name
()='font-size'] | @*[local-name()='line-heig
ht'] | @*[local-name()='col_color_pos'] | @*
[local-name()='omitheader'])">
        attributes name class or href or widt
h or aki_before or aki_after or frame or font
-size or line-height or col_color_pos or omit
header !
      </assert>
      <report test="(@frame) and not(@frame='
none' or @frame='sides')">
         @fig.align must be 'none' or 'sides'.
      </report>
      <report test="(@omitheader) and not(@om
itheader='yes')">
         @omitheader must be 'yes'.
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='table']
    optional 
             frame, width 
 -->
    <rule context="Topic[@class='table']">
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='width'] 
|  @*[local-name()='frame'] )">
        attributes name class or width or fra
me !
      </assert>
      <report test="(@frame) and not(@frame='
none')">
         @frame must be 'none' .
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='colspec']
    must 
             colnum, width 
 -->
    <rule context="Topic[@class='colspec']">
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='width'] 
|  @*[local-name()='colnum'] )">
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        attributes name class or width or col
num !
      </assert>
      <assert test="(count(@width)= 1) and (c
ount(@colnum) =1)">
        must contains width and colnum attrib
ute 
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='tr']
    option 
             width 
 -->
    <rule context="Topic[@class='tr']">
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='width'])
">
        attributes name class or width !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='td']
    option 
             align, valign 
 -->
    <rule context="Topic[@class='td']">
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='align'] 
| @*[local-name()='valign'])">
        attributes name class or align or val
ign !
      </assert>
      <report test="(@align) and not(@align='
left' or @align='center' or @align='right')"
>
         @align must be 'left'or 'center' 'ri
ght' .
      </report>
      <report test="(@valign) and not(@valign
='top' or @valign='middle' or @valign='botto
m')">
         @valign must be 'top' or 'middle' or 
'bottom' .
      </report>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='block'] 
     must width, height -->
    <rule context="Topic[@class='block']">
      <assert test="count(@*)=3">
        must contains 3 attributes (include c
lass attribute) !
        <assert test="(count(@width)= 1) and 
(count(@height) =1)">
          must contains width attribute and h
eight attribute 
        </assert>
      </assert>
   </rule>
    <!--  Topic[@class='hr'] 
          optional width, aki_before, aki_aft
er -->
    <rule context="Topic[@class='hr']">
      <assert test="count(@*)= count(@*[local
-name()='class'] | @*[local-name()='width'] 
| @*[local-name()='aki_before']  | @*[local-
name()='aki_after'])">
        attributes name class or width or aki
_before or aki_after !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='break'] 
          must type              -->
    <rule context="Topic[@class='break']">
      <assert test="@type">
        must contains type attribute !
      </assert>
      <assert test="(@type='page') or (@type=
'column')">
        must type attribute value is page or 
column ! This value is <value-of select="@typ
e"/>.
      </assert>
    </rule>
<!--  Topic[@class='include'] 
          must href               -->
    <rule context="Topic[@class='include']">
      <assert test="@href">
        must contains href attribute !
      </assert>
    </rule>
    <!--  Topic[@class='dan'] must column-cou
nt, column-gap -->
    <rule context="Topic[@class='dan']">
      <assert test="count(@*)=3">
        must contains 3 attributes (include c
lass attribute) !
        <assert test="(count(@column-count)= 
1) and (count(@column-gap) =1)">
          must contains column-count attribut
e and column-gap attribute 
        </assert>
      </assert>
    </rule>
<!--  Topic_For_each
    must for, from, to -->
    <rule context="Topic_For_each">
      <assert test="(count(@for)= 1) and (cou
nt(@from) =1) and (count(@to) =1)">
        must contains for and from and to att
ribute 
      </assert>
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      <assert test="substring(@for,1,1) = '$'
">
        @from not Integer ! 
      </assert>
      <assert test="floor(@from) = number(@fr
om)">
        @from not Integer ! 
      </assert>
      <assert test="floor(@to) = number(@to)"
>
        @from not Integer ! 
      </assert>
    </rule>
<!--  TopicIF  must  test  -->
    <rule context="TopicIF">
      <assert test="count(@test)= 1">
        must contains test attribute 
      </assert>
      <report test="@test = ''">
        @test is  not null ! 
      </report>
    </rule>
<!--  Topic_Choose  -->
    <rule context="Topic_Choose">
      <assert test="count(*) = count(Topic_Wh
en | Topic_Otherwise)">
        element must be Topic_When or Topic_O
therwise ! 
      </assert>
    </rule>
<!--  Topic_When must test  -->
    <rule context="Topic_When">
      <assert test="Topic">
        element must contain Topic ! 
      </assert>
      <assert test="count(@test)= 1">
        must contains test attribute 
      </assert>
      <report test="@test = ''">
        @test is  not null ! 
      </report>
    </rule>
<!--  Topic_Otherwise  -->
    <rule context="Topic_Otherwise">
      <assert test="Topic">
        element must contain Topic ! 
      </assert>
    </rule>
<!--  Topic_Call must href  -->
    <rule context="Topic_call">
      <assert test="Topic_With_Param">
        element must contain Topic_With_Param 
! 
      </assert>
      <assert test="count(@hred)= 1">
        must contains href attribute 
      </assert>
      <report test="@href = ''">
        @href is  not null ! 
      </report>
    </rule>
<!--  Topic_With_Param must name, val -->
    <rule context="Topic_With_Param">
      <assert test="normalize-space(.) = ''">
        element must be EMPTY ! 
      </assert>
      <assert test="count(@name)= 1">
        must contains name attribute 
      </assert>
      <report test="@name = ''">
        @name is  not null ! 
      </report>
      <assert test="count(@val)= 1">
        must contains val attribute 
      </assert>
      <report test="@val = ''">
        @val is  not null ! 
      </report>
    </rule>
  </pattern>
</schema>
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